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北海道知事
高橋　はるみ　殿
中の島神社運営委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　富田　勝也
中の島神社の土地使用に係る経緯調査について（質問状）
時下、貴台におかれましては益々ご清祥のこと心よりお慶び申し上げます。

平素より、当地区にご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、中の島神社ですが年表（資料-1）にございますように明治10年に地元住民により三神の祠を祀りはじめ、大正3年には部落民により現在地（中の島2条3丁目）に移動し、以来100年近く、宮司もなく有志の尽力によりお祭りや参拝関連行事を独自に行っている特殊な神社です。
昭和26年ごろには、北海道水産孵化場から祭神の“厳島神社守護息災所”（弁天宮命）を遷宮し中の島神社に合祀され、現在は四神を祀っています。
また、神社敷地内に建立されている石柱には「北海道知事　町村金五　謹書」（昭和34年）とあることから、敷地の使用については「暗黙の了解」があったものと想像されます。 このことを想起する事実として、昭和32年から実施された「中の島土地区画整理事業」において、当該地が当初1号公園予定地とされていたことが挙げられます。　
当該地には昭和38年から54年までの間、河川占用許可を受けて占用料を支払ってまいりましたが昭和54年8月に国有財産の譲与により北海道の第二種普通財産に引き継がれた以降は用地売却方針となりました。しかしながら高額な用地費のため交渉は暗礁に乗り上げて、以降32年間に2，3度の交渉はありましたが、打開策がなく現在に至っております。
前述のように中の島神社の土地使用に係る経緯には北海道側の不見識と不作為と思える行為が数多く見受けられることから下記事項について質問するものです。

記
1. 用地の歴史について
中の島神社敷地（調査地：中の島2条3丁目1-1）については昭和18年2月25日に内務省から河合才一郎に所有権保存の登記がなされ、昭和29年11月1日には河合タカに登記が変更となっています。
中の島地区の大地主であり信仰心も篤く、幌平橋建設などでこの地区に尽力してきた河合才一郎（1923年から5期、北海道議会議員）としては内務省敷地の使用を「黙認」するよう根回しをしたと思われることから、その履歴を調査して回答願いたい。
2. さけます孵化場神社について
昭和17年に網走外郡鮭鱒養殖組合から道立水産孵化場に寄付された孵化場神社は「道有財産現況調」に「御堂一棟一戸」と記載された北海道庁の財産であったが、昭和26年頃、祠は神社裏に運ばれ孵化場神社に祭られていた“厳島神社守護息災所”（弁天宮命）を中の島神社に合祀した。

その後、祠は平岸にある河合才一郎宅庭の「平岸中の島三十三観音」地に移設されたと記録されています。（観音記録：昭和31年1月13日）
① この合祀に伴う交渉経緯はどうであったか。
②「厳島神社護息災所」の預かりに伴う「維持管理料」と「土地使用料」を相殺するような「了解事項」があったのではないか。

と思われるのでその履歴を調査のうえ回答を頂きたい。
３．区画整理事業時の孵化場の異議申し立てについて

昭和１１年に千歳から移転してきた鮭鱒孵化場は、昭和32年から昭和44年に実施された「中の島土地区画整理事業」において当初1号公園予定地としていた当該地（中の島神社）に対して北海道鮭鱒孵化場から出された仮換地に対する異議申し立てにより公園予定を廃止する都市計画変更を行い、結果として神社敷地が換地から除外されました。
中の島神社を含んで内務省用地を占用してきた鮭鱒孵化場が過去の経緯を考慮せずに「異議申し立て」を行ったことに対しては憤懣やるかたない思いを抱いています。

何故、後から中の島地区に進出した北海道鮭鱒孵化場が、地域の了解を得ないままこのような行為を行ったのかその経緯と履歴について調査をして回答を頂きたい。

4. 社寺境内地等として使用される普通財産の処理について
　大蔵省国有財産局長から各財務局長宛の通知、蔵国有第1196号（昭和42年7月24日付け）では当面売り払い、貸付、管理委託の困難と認められる境内地等については「処理留保財産」として取り扱うことができるとありました。
　日本全国には神宮、神社、寺院、仏堂又は教会が使用している普通財産は無数に存在すると思いますが、国有財産、地方自治体財産別にどのケースでどのように対応しているかについて根拠法令とともに全て調査して回答をお願い致したい。

　特に、日本には春日大社・厳島神社・伊勢神宮・出雲大社・熱田神宮・護国神社、高野山や比叡山にある寺院、京都市内や奈良市内、日光の東照宮等、日本古来より歴史に名を残している多くの神宮、神社、寺院等については具体的に名前を列挙しその実態を調査し回答をお願い致したい。
中の島神社運営委員会　総務　　阪井　治美

豊）中の島1条4丁目8-22
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　電話　821-3756
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